福井県青少年愛護審議会議事録

１　開催日時

　　平成２２年５月１１日（火）午後３時３０分～午後５時００分

２　開催場所

　　福井県庁　６階大会議室

３　出席者

（１）委員１６人

　　　浅野清美委員、伊井彌州雄委員、上田秀徽委員、戎利光委員、

大塚潤三委員、大西義幸委員、小川忍委員、海道洋子委員、

小林真実委員、齋藤正委員、清水祥三委員、中川和子委員、

長谷川功子委員、山下善久委員、横山巌委員、脇田淳子委員

　　（欠席　木村愛子委員、新道忠雄委員、春木麻紀子委員、小林弘幸委員）

（２）幹事　４人

　　　小和田和義幹事（代理）、牧野行治幹事（代理）、桑原昌幸幹事、

　　　棟朝秀一幹事

（３）事務局　４人

山口企画幹（県民安全）

栗波県民安全課長ほか課員４人

４　会長および副会長の選出
　　委員の改選後、最初の福井県青少年愛護審議会（以下「審議会」という。）の開催に伴い、新たに委員互選による会長、副会長の選出を行い、会長に戎利光委員、副会長に上田秀徽委員を選出した。
５　審議会の概要説明
新任の委員が出席しているため、事務局から、審議会の設置根拠、組織、任期、任務等の説明がなされた。

６　部会の委員の氏名

　　事務局から案が示され、了承された。

７　審議内容

（1） 審議会（部会）報告

ア　１２月審議会（部会）の報告
　　　事務局から、１２月１７日開催の審議会における優良図書１０冊に係る諮問・推奨と１１月における有害興行４本、有害図書等１５冊の緊急指定および１２月における有害興行３本、有害図書等１５冊に係る諮問・指定についての報告がなされた。

　イ　２月審議会（部会）の報告
　　　事務局から、2月２４日開催の審議会における優良図書１０冊に係る諮問・推奨と１月における有害興行５本、有害図書等１６冊の緊急指定および２月における有害興行３本、有害図書等１４冊に係る諮問・指定についての報告がなされた。
（２）図書等の緊急指定に係る報告
　ア　有害興行の緊急指定に係る報告
　　　事務局から、３月に有害興行として緊急指定した７本および、４月に有害興行として緊急指定した７本について、指定経緯および指定理由について、報告がなされた。
　イ　有害図書等の緊急指定に係る報告
　　　事務局から、３月に有害図書等として緊急指定した１５冊（一般雑誌７冊、DVD付雑誌８冊）について、および４月に有害図書等として緊急指定した１６冊（一般雑誌７冊、DVD付雑誌９冊）について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

（３）ビデオ等の包括指定に係る報告
　　　事務局から、３月に有害図書等として包括指定したビデオ等１１５本、
　　および４月に有害図書等として包括指定したビデオ等８９本について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

８　その他の報告
（１）優良図書のパネル展について

　　　事務局から、県庁ホール（４月２６日から４月３０日まで）、県立図書館（５月７日から５月１４日まで）、および若狭図書学習センター（５月１４日から５月２８日まで）において開催する優良図書パネル展の概要について、説明がなされた。

（２）平成２１年度における福井県の少年非行等の概要について

非行少年等の検挙・補導状況、非行の特徴等について説明がなされた。

９　意見質疑等
（１）優良図書の普及のため、対策を考える必要がある。具体例として、以下のような方策がとれないか検討してはどうか。
ア　　県立図書館内に優良図書を展示するコーナーを設けてはどうか。
イ　　市町の図書館にも推奨を依頼してはどうか。

ウ　　スタンプラリーのように、すべて読めば何らかの表彰が受けられるような形を考えられないか。
（２）外国籍の青少年の抱える問題(言葉の問題、不登校等)の解決をはかるため、他団体との連携がとれると良いのでは。
という意見が出された。
